
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

①よいことだ

と思う

81.5%

②どちらともいえない

11.7%

③よくないことだと思う

④わからない

5.2%

武蔵野市
む さ し の し

では、「子
こ

どもの権利
け ん り

条約
じょうやく

」に基
もと

づき、市
し

を子
こ

どもにやさしいまちに 

していくことをめざして子
こ

どもの権利
け ん り

についての条例
じょうれい

をつくる準備
じゅんび

を進
すす

めています。 

 今回
こんかい

は、子
こ

どもの権利
け ん り

に関
かん

する条例
じょうれい

検討
けんとう

委員会
いいんかい

の中間
ちゅうかん

報告
ほうこく

についてのアンケートや意見
い け ん

の結果
け っ か

などについて紹介
しょうかい

していきます。 

 2022年７月 

令
れい

和
わ

４年
ねん

５月
がつ

15日
にち

～６月
がつ

6日
にち

まで実
じっ

施
し

した、子どものパブリックコメントについて、996人
にん

の方
かた

にアンケートに

回答
かいとう

していただきました。たくさんの方
かた

が子
こ

どもの権利
け ん り

に興味
きょうみ

を持
も

ち、意
い

見
けん

を寄
よ

せてくださり、うれしく思
おも

います。 

ご協力
きょうりょく

ありがとうございました。 

いただいた意見
い け ん

は、委員会
いいんかい

に伝
つた

え、条例
じょうれい

づくりにいかしていきます。 

アンケートの結果
け っ か

やいただいた意見
い け ん

の一部
い ち ぶ

を紹介
しょうかい

しますので、ぜひご覧
らん

ください。 

①よく知っていた

26%

②ことばだけは

知っていた

50%

③まったく知

らなかった

24%

質問
しつもん

① あなたは、「子
こ

どもの権利
け ん り

」について 

知
し

っていましたか？ 

回答
かいとう

した人
ひと

（996人
にん

）の内訳
うちわけ

（学年
がくねん

） 

 

 

質問
しつもん

② 武蔵野市
む さ し の し

が子
こ

どもの権利
け ん り

についての条例
じょうれい

 

（ルール）をつくることについてどう思
おも

い 

ますか？ 

「よく知
し

っていた」と 

「ことばだけは知
し

っていた」は

あわせて 76 ％
ぱーせんと

でした。 

80 ％
ぱーせんと

を超
こ

える多
おお

くの方
かた

が 

「よいことだと思
おも

う」という 

回
かい

答
とう

でした。 



 

 

 

 

 

 

   

「こどものけんりってなぁに？」第
だい

1号
ごう

を見
み

た感
かん

想
そう

や子
こ

どもの権
けん

利
り

に関
かん

する条
じょう

例
れい

について

の意
い

見
けん

をきいたところ、649人
にん

の方
かた

からご意
い

見
けん

をいただきました。 

たくさん寄
よ

せてくださった意
い

見
けん

の一
いち

部
ぶ

にはなりますが、カテゴリごとに紹
しょう

介
かい

します。 

これを見
み

て、まわりの友
とも

達
だち

やご家
か

族
ぞく

などと話
はな

してみてくださいね。 

 

・そこまで権
けん

利
り

についてよく考
かんが

えてはいなかったけどこれを

見
み

て権
けん

利
り

が大
たい

切
せつ

だということがあらためてわかった。 

・みんなに子
こ

どもの権
けん

利
り

条
じょう

約
やく

が伝
つた

わってほしい。 

・自
じ

分
ぶん

たちの権
けん

利
り

を守
まも

ってもらえる条
じょう

例
れい

ができると知
し

って安
あん

心
しん

した。 

・条
じょう

例
れい

を作
つく

るのに私
わたし

達
たち

子
こ

どもに意
い

見
けん

を聞
き

いてくれるのは、と

ても嬉
うれ

しい。 

・早
はや

く条
じょう

例
れい

が明
めい

確
かく

に確
かく

立
りつ

して、すべての子
こ

どもがのびのびと

暮
く

らせる武
む

蔵
さし

野
の

市
し

になって欲
ほ

しい。 

 

・中
ちゅう

学
がっ

校
こう

では、お化
け

粧
しょう

はだめ、肌
はだ

の露
ろ

出
しゅつ

は避
さ

けるなどあるが、自
じ

分
ぶん

が

したい格好
かっこう

をすれば良
よ

いことなのではないか。 

・辛
つら

いときは休
やす

んでもいいことを知
し

るというのはとても大
だい

事
じ

だと思
おも

う。 

・自
じ

由
ゆう

に意
い

見
けん

を表
あらわ

すことはとても大
だい

事
じ

だと思
おも

う。これからの時
じ

代
だい

は 

大
おと

人
な

だけでなく子
こ

どもの意
い

見
けん

も積
せっ

極
きょく

的
てき

に取
と

り入
い

れていくべきだ。 

・差
さ

別
べつ

されない権
けん

利
り

はきちんと大
たい

切
せつ

にしてほしい。 

質問
しつもん

③ 「こどものけんりってなぁに？」を見
み

て、特
とく

に大
だい

事
じ

だと思
おも

うことや興
きょう

味
み

のあること（３つまで） 

 

 

・子
こ

どもの権
けん

利
り

を守
まも

ることは重
じゅう

要
よう

だ 

・子
こ

ども一
ひと

人
り

一
ひと

人が個
こ

人
じん

として尊
そん

重
ちょう

される

ことはとても大
だい

事
じ

だと思
おも

った。大
おと

人
な

も積
せっ

極
きょく

的
てき

に取
と

り組
く

んでほしい。 

・武
む

蔵
さし

野
の

市
し

が子
こ

どもにやさしいまちになる

ことを願
ねが

っている。 

・どうやってやさしいまちにしていくのか

具体的
ぐたいてき

に説明
せつめい

してほしい。 

 

子
こ

どもの権
けん

利
り

について、あまり知
し

らなかったが大
たい

切
せつ

だと感
かん

じた声
こえ

、

自
じ

分
ぶん

たちの権
けん

利
り

を守
まも

ってもらえる

のが嬉
うれ

しい、安
あん

心
しん

するという 

声
こえ

が多
おお

く寄
よ

せられました。 

「安
あん

心
しん

・安
あん

全
ぜん

」「居
い

場
ば

所
しょ

」「いじめ」 

は特
とく

に多
おお

かったです。 

全体的
ぜんたいてき

な意見
い け ん

 前
ぜん

 文
ぶん

 

子
こ

どもにとって大
たい

切
せつ

な子
こ

どもの権
けん

利
り

 



   

・学
がっ

校
こう

で授
じゅ

業
ぎょう

をするなど、子
こ

どもの権
けん

利
り

について

聞
き

ける環
かん

境
きょう

をつくった方
ほう

がいい。 

・チラシだけではなくポスターや、動
どう

画
が

、インターネ

ット、新
しん

聞
ぶん

などで広
ひろ

めたらよいと思
おも

う。 

・ 幼
おさな

いうちから子
こ

どもの権
けん

利
り

を伝
つた

えていくことは

大
たい

切
せつ

だと思
おも

う。 

 

・子
こ

どもにとっては自
じ

分
ぶん

の居
い

場
ば

所
しょ

があるということが

一
いち

番
ばん

安
あん

心
しん

する。 

・子
こ

どもたちだけで予
よ

約
やく

や登
とう

録
ろく

などをしなくても勉
べん

強
きょう

をしたり、教
おし

え合
あ

ったりできる施
し

設
せつ

がほしい。 

・小
しょう

学
がっ

校
こう

高
こう

学
がく

年
ねん

から中
ちゅう

学
がく

生
せい

は、遠
とお

くに行
い

くこともでき

ず、遊
あそ

ぶところが少
すく

ないので、中
ちゅう

学
がく

生
せい

が思
おも

いっきり遊
あそ

べるような場
ば

所
しょ

を作
つく

ってほしい。 

・学
がっ

校
こう

など社
しゃ

会
かい

の場
ば

で居
い

場
ば

所
しょ

を作
つく

ることが大
だい

事
じ

。 

 

・少
すこ

しでも、「これって正
ただ

しいことなのかな？」と疑
ぎ

問
もん

に

感
かん

じたら子
こ

どもだけで利
り

用
よう

できる相
そう

談
だん

所
じょ

があるとい

いな、と思
おも

う。 

・もっと気
き

軽
がる

に相
そう

談
だん

できるようにしたらいい。例
たと

えば、

一
いっ

ヶ
か

月
げつ

に一
いっ

回
かい

、相
そう

談
だん

室
しつ

に困
こま

っていること以
い

外
がい

でも、お

話
はな

しに行
い

くなど。 

・子
こ

どもの相
そう

談
だん

内
ない

容
よう

は個
こ

人
じん

の情
じょう

報
ほう

だから、相
そう

談
だん

を受
う

け

た人
ひと

は子
こ

どもの秘
ひ

密
みつ

を守
まも

るのがいいと思
おも

う。 

・相
そう

談
だん

に関
かん

しては電
でん

話
わ

だけとかではなく、他
ほか

にも色
いろ

々
いろ

な手
しゅ

段
だん

（インターネット上のチャットや手
て

紙
がみ

、メール等
など

）

で相
そう

談
だん

できるようにしたほうが良
よ

い。 

 

・大
おと

人
な

が子
こ

どもの意
い

見
けん

を尊
そん

重
ちょう

し、しっかり子
こ

どもと向
む

き合
あ

ったという経
けい

験
けん

は、子
こ

ど

もにとっても今
こん

後
ご

の人
じん

生
せい

に大
おお

きく関
かか

わると思
おも

う。 

・市
し

の政
せい

策
さく

や計
けい

画
かく

に子
こ

どもの意
い

見
けん

を聞
き

くことはいいと思
おも

う。 

・子
こ

どもは親
おや

に対
たい

して自
じ

分
ぶん

の意
い

見
けん

を言
い

えないので子
こ

どもと大
おと

人
な

が対
たい

等
とう

な立
たち

場
ば

にな

って親
おや

とも話
はな

し合
あ

えるようにしたい。 

・子
こ

どもが意
い

見
けん

を表
あらわ

し、もっと政
せい

治
じ

に関
かか

わっていけるようになれば良
よ

い。 

・ムサカツなどの活
かつ

動
どう

をもうちょっと多
おお

く行
おこな

った方
ほう

が良
よ

い。 

・いじめや差
さ

別
べつ

などをなくし、学
がっ

校
こう

のみんなが仲
なか

良
よ

く安
あん

心
しん

して学
がっ

校
こう

生
せい

活
かつ

を送
おく

れるよ

うなルールを子
こ

どもの意
い

見
けん

を聞
き

きながら作
つく

っていってほしい。 

 

・いじめについてのことは、すごく深
しん

刻
こく

なことなので、

もっとしっかりと体
たい

制
せい

を整
ととの

えてほしい。 

・本
ほん

人
にん

はいじめと感
かん

じていないけれど他
た

人
にん

から見
み

たら

いじめということが多発
た は つ

している。 

・いじめが起
お

きたとき、それをだれかだけが抱
かか

えこまな

いように、教
きょう

育
いく

委
い

員
いん

会
かい

などに適
てき

切
せつ

な報
ほう

告
こく

がいくような

組
そ

織
しき

をつくってほしい。 

・いじめをしてしまう人
ひと

もストレスや悩
なや

みを抱
かか

えている

かもしれないので、心
こころ

のケアをできるようにしたほう

が良
よ

いと思
おも

う。  

・いじめだけでなく、ちょっとした意
い

地
じ

悪
わる

、嫌
いや

がらせや

陰
かげ

口
ぐち

などを間
かん

接
せつ

的
てき

に聞
き

いて誰
だれ

かが傷
きず

つくような行
こう

為
い

をなくせるような武
む

蔵
さし

野
の

市
し

にしてほしい。 

子
こ

どもの相
そう

談
だん

 子
こ

どもの権
けん

利
り

を知
し

ること 

いじめを止
と

めること 

子
こ

どもの居
い

場
ば

所
し ょ

 

子
こ

どもが意
い

見
けん

を表
あらわ

したり参
さん

加
か

すること 

 

子
こ

どもが相
そう

談
だん

しやすいように相
そう

談
だん

方
ほう

法
ほう

の工
く

夫
ふう

や、先
せん

生
せい

など身
み

近
ぢか

な大
おと

人
な

に相
そう

談
だん

したい、 

秘
ひ

密
みつ

は守
まも

ってほしいなどの意
い

見
けん

が 

ありました。 

 

 

いじめが起
お

きたときの相
そう

談
だん

場
ば

所
しょ

やいじめの

ない安
あん

心
しん

できる場
ば

所
しょ

をどうやってつくるか

などの意
い

見
けん

がありました。 

 

 

「大
おと

人
な

と対
たい

等
とう

に子
こ

どもの

意
い

見
けん

をきいてほしい」とい

う意
い

見
けん

が多
おお

くありました。 

自
じ

分
ぶん

のことは自
じ

分
ぶん

で決
き

め

たい、学
がっ

校
こう

内
ない

でも子
こ

どもの

意
い

見
けん

をきいてほしいとい

う意見
い け ん

もありました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

意
い

見
けん

は次
じ

号
ごう

の「こどものけんり

ってなぁに？」でも紹
しょう

介
かい

する予
よ

定
てい

です。 

 

・子
こ

どもは、一
ひと

人
り

一
ひと

人
り

にあった支
し

援
えん

を平
びょう

等
どう

に

受
う

けることができたら良
よ

い。 

・色
いろ

々
いろ

な子
こ

どもが他
ほか

の子
こ

どもの特
とく

徴
ちょう

的
てき

な行
こう

動
どう

や、障
しょう

害
がい

のある人
ひと

の気
き

持
も

ちをしっかり考
かんが

えられていく子
こ

どもたちになるのを支
し

援
えん

し

たほうが良
よ

いと思
おも

う。 

 

・子
こ

どもが大
おと

人
な

になるときに、自
じ

信
しん

を持
も

って社
しゃ

会
かい

で 

生
い

きていくための支
し

援
えん

を受
う

けること。 

・子
こ

どもが大
おと

人
な

になるために税
ぜい

金
きん

や仕
し

事
ごと

(職
しょく

業
ぎょう

)、法
ほう

律
りつ

やメディアリテ

ラシーについて詳
くわ

しく教
おし

える教
きょう

室
しつ

を開
ひら

くのがいいと思
おも

う。 

・成
せい

人
じん

になることについてよく理
り

解
かい

できる場
ば

が増
ふ

えたらいいと思
おも

う。 

 

・複
ふく

雑
ざつ

な曲
ま

がり角
かど

などでは事
じ

故
こ

などが起
お

こりやすいので安
あん

全
ぜん

に通
とお

れるようにするために、カーブミラーなどの設
せつ

備
び

を

増
ふ

やしてほしい。 

・大
おと

人
な

の子
こ

どもに対
たい

する暴
ぼう

力
りょく

的
てき

な発
はつ

言
げん

や暴
ぼう

力
りょく

を防
ぼう

止
し

する。 

・いじめ、虐
ぎゃく

待
たい

を防
ふせ

ぐために学
がっ

校
こう

や保
ほ

育
いく

園
えん

の先
せん

生
せい

に最
さい

低
てい

で

も２ヶ
か

月
げつ

に一
いっ

回
かい

はいじめや虐
ぎゃく

待
たい

がなかったか聞
き

き込
こ

みを

する。 

・いじめや虐
ぎゃく

待
たい

などが起
お

きたときに子
こ

どもが大
おと

人
な

に相
そう

談
だん

することができないときにどういう対応
たいおう

をするのか。 

 

・すべての子
こ

ども達
たち

に実
じつ

現
げん

させるのはとても難
むずか

しいこ

とで、どうすれば、すべての子
こ

ども達
たち

が権
けん

利
り

を持
も

てる

のか、考
かんが

えることが大
たい

切
せつ

だと思
おも

う。 

・具
ぐ

体
たい

的
てき

にどのようなことをしているかが可
か

視
し

化
か

でき

るようにしたらどうか。 

編
へん

集
しゅう

・発
はっ

行
こう

／武
む

蔵
さし

野
の

市
し

子
こ

ども家
か

庭
てい

部
ぶ

 子
こ

ども子
こ

育
そだ

て支
し

援
えん

課
か

 

電話
で ん わ

：60－1851 

ファクス：51－9417 

メール 

sec-kodomokosodate@city.musashino.lg.jp 

 

本
ほん

当
とう

にたくさんの意
い

見
けん

ありがとうございました！ 

みなさんならではの視
し

点
てん

の考
かんが

えや思
おも

いを聞
き

くこと

ができ、とても参考
さんこう

になりました。 

子
こ

どもの安
あん

心
しん

・安
あん

全
ぜん

 

すべての子
こ

どもへの支
し

援
えん

 

条
じょう

例
れい

の考
かんが

えを実
じつ

現
げん

するための取
と

り組
く

み 

おとなになるための支援
し え ん

 
大人の役割  

・先
せん

生
せい

も一
ひと

人
り

一
ひと

人
り

大
たい

切
せつ

にできるよう

に、幼
よう

稚
ち

園
えん

・保
ほ

育
いく

園
えん

・ 小
しょう

学
がっ

校
こう

・ 中
ちゅう

学
がっ

校
こう

の先
せん

生
せい

の人
にん

数
ずう

を増
ふ

やしてほしい。保
ほ

護
ご

者
しゃ

と子
こ

どもの悩
なや

み
み

を聞
き

ける人
にん

数
ずう

にして

ほしい。 

・子
こ

どもの権
けん

利
り

は、大
おと

人
な

が知
し

っていな

いと意
い

味
み

がない。 

大
おと

人
な

の役
やく

割
わり

 

👈 今
こん

回
かい

は一
いち

部
ぶ

の意
い

見
けん

しか紹
しょう

介
かい

 

できませんでしたが、こちらから 

すべての意
い

見
けん

を見
み

られます。 

これからの市
し

について意
い

見
けん

を出
だ

し合
あ

う場
ば

 

「T
テ

e
ィ

e
ー

n
ン

s
ズ

ムサカツ」の中
ちゅう

高
こう

生
せい

世
せ

代
だい

の実
じっ

行
こう

委
い

員
いん

を 

募
ぼ

集
しゅう

したところ、35名
めい

の方
かた

が参
さん

加
か

してくれること

になりました！ 

６月
がつ

１２日
にち

（日
にち

）に第
だい

1回
かい

実
じっ

行
こう

委
い

員
いん

会
かい

を開
かい

催
さい

し、子
こ

どもの権利
け ん り

について、グループでの意
い

見
けん

交
こう

換
かん

をし

ました。意
い

見
けん

の詳
しょう

細
さい

を知
し

りたい方
かた

はこちら👇をご

覧
らん

ください。 


